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1．は じ め に
　この研究は筆者が関心を持っているアメリカにおける1950年代に特徴的な建築やインテリ
アのデザイン、いわゆる「ミッドセンチュリー・モダン」と呼ばれるものに関する調査研究で
ある。このミッドセンチュリー・モダンという言葉は広く使われており関連した展覧会（1）もた
びたび企画されているが、その指し示すものは曖昧で明確なものではない。そこで、本稿では
日本におけるアメリカの建築に関する研究がどの程度行われているのかを探っていきたい。さ
らにいうと、筆者が特に念頭に置いているのは、1960年代に建築家ロバート・ヴェンチューリ
がラスベガスで行ったヴァナキュラーで自然発生的な商業建築の調査である（2）（写真 1 ）。それ
らは煌びやかな電飾や派手な看板を持ちつつも、近代合理主義建築の影響を受けており、矛盾
する要素を抱え込んだアメリカ独自の建築的なスタイルを持っているように見える。このよう
な建築物について既に何らかの研究が行われているのか、行われているのであれば、どのよう
な範囲でどういったものが対象となって研究されているのか、その辺りについて意識しながら
調査を進めていきたい。
写真 1 　Armet and Davis, Norm’s coffee shop, Los Angeles, 1957
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2．研究の概要
2.1. 研究の目的と方法
　本稿は日本における戦後のアメリカの建築に関する研究状況の把握を目的としている。単に
アメリカの建築に関する研究といっても漠然としているので、ここでは筆者の所属する日本建
築学会に投稿された論文を資料として用い、それらの中でも計画系歴史意匠分野のものを中心
に取り上げていく。
　日本建築学会では毎年多くの論文が発表されている。そこで日本建築学会のデータベースを
利用し、これまでに発表された戦後アメリカの建築に関連した論文を、建築計画系歴史意匠分
野のもの中心に抽出し、対象とする建築物、建築家、分析方法、図面や参考文献といった資料
について、それらの特徴や傾向を探る。これらの論文は学会の会員であればその PDF データ
をダウンロードすることが可能であり、研究対象とする論文内容を全て参照することが可能で
ある。
　研究対象となる論文を検索するためにいくつかのキーワードを用意し、それらを入力して得
られた検索結果の中から計画系歴史意匠分野の論文について分析を行う。最初に考えられる
キーワードとして、まず「アメリカ」がある。対象が多い場合、絞り込むために州の名である
「カリフォルニア」、都市名である「ロサンゼルス」や「ラスベガス」といった語を用いる。
次に年代が考えられるので「1950」と「1960」を用いて検索する。他にこの研究では筆者が関
心を持っている建築やインテリアの形態的特徴を調査したいと考えているため「建築様式」や
「建築形式」といったキーワードを用いることにした。
　このような研究方法を用いて研究対象となる論文を選び出し、そこで対象とされている建築
物や建築家、分析方法、調査資料、参考文献等について詳しく検証していく。
2.2. 研究対象
　対象とする資料は日本建築学会のデータベースを利用して検索する。日本建築学会の「論文
の検索」というホームページに行くと、いくつかの空欄の項目にキーワードを入力することで
論文が検索できるようになっている。まず一つ目に「分類名」という項目がある。ここでは複
数の選択肢が用意されているが、今回の研究に適したものとして、「論文集」、「大会梗概集」、
「技術報告集」、「支部研究報告」の 4 つを取り上げた。他の選択肢には「建築雑誌」、「作品選
集」、「総合論文誌」、「英文論文誌」の 4 つがあるが、これらについては今回の研究で取り上げ
ていない。「建築雑誌」に掲載された文章の多くは他の論文の執筆者・内容と重なっており、
論理的水準が高いと思われる上記の選択肢を優先した。「作品選集」は論文でないため除外し
た。「総合論文誌」、「英文論文誌」はいくつかのキーワードを入力して検索したが、検索結果
の中に今回の研究対象に該当する論文は見つからなかった。
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　最初に「論文集」で検索する場合、「系列」の内訳には「構造系」、「環境系」、「計画系」が
あるが、そのうちの「計画系」を指定して検索した。次に「論文名」のところにあらかじめ用
意しておいたキーワードを入力する。「執筆者名」と「年/月号」のところは指定しないまま検
索した。次に「技術報告集」と「支部研究報告」の場合、「系列」を指定することができない
ので、キーワードのみ入力して検索を行った。「大会梗概集」でも「系列」は指定できないが、
「年次　分冊区分」のところで範囲を指定することができる。「分冊区分」の内訳を見ると
「指定なし」、「A. 材料施工」〜「G-1. 建築デザイン発表梗概集」、「その他」に分類されてい
る。今回の研究では「F-2. 建築歴史、意匠」分野と「その他」が該当する。
　以上のような手順で対象となる論文を検索し、検索結果の中から筆者の関心に近いものを取
り上げて分析を行っていくことにする。
3．計画系論文集における事例
3.1. 計画系論文集におけるキーワード「アメリカ」の検索結果
　日本建築学会に投稿された論文のうち最も内容の充実したものがいわゆる「論文集」である。
まずはこれらの中からデータベースを利用してキーワードを入力し、検索結果を得るものとす
る。最初に「アメリカ」を入力して上記の手続きを経て検索したところ、19件の論文が表示さ
れた（別表 1 ）。執筆者を見ていくと、西村幸夫のものが単著 2 件と共著 2 件、熊倉洋介が単著
3 件、秋元馨と石井菜生がそれぞれ単著 2 件、窪田亜矢が共著（窪田が筆頭、西村幸夫と共著）2
件となっており、その他単独で 1 回のみ投稿している者が 5 名、共著で 1 回だけ投稿している
ものが 3 件確認できた。
　これらの中から歴史意匠分野のものとして、熊倉の一連の論文について詳しく見ていく。熊
倉の最初の論文は『アメリカのインターナショナル・スタイルの多層建築に関する意匠論的研
究』である。この論文はアメリカの高層ビル建築、特にインターナショナル・スタイルのもの
に焦点を当て、そのヴォリュームの扱い方や開口部の開け方等、意匠的側面に着目してそれら
インターナショナル・スタイルの高層ビル建築の歴史的な変遷を辿ったものである。論文の構
成は序章において既往研究と研究目的、インターナショナル・スタイルの定義付け等について
述べている。 2 章では最も初期の事例であるベッケニング・ヴィンケルス設計「工芸学校案」
（1926）とリチャード・ノイトラ設計「事務所ビル案」（1926）の意匠上の特徴、水平連続窓と直
方体で構成されるヴォリュームについて記述されている。 3 章では実作について言及し、レイ
モンド・フッド設計の「ボザール・アパート」（1930）が事例として取り上げられている。同じ
くフッドの「郊外のアパートメント・タワー案」（1931）も紹介されているが、ここでは疑似水
平連続窓を用いたデザイン手法について詳しく説明されている。 4 章ではキャンティレバー
（片持ち梁）構造と水平連続窓の関係について述べており、ジョセフ・アーバン設計「社会研究
のための新学校」（1930）が事例としてあげられている。 5 章では「要素的構成」という言葉で
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別表 1 　日本建築学会データベース　計画系論文集　キーワード「アメリカ」の検索結果
年 筆頭著者 共著者 1 共著者 2 論　文　名
1985 藤田治彦 — —
シンメトリーとイレギュラリティー 第Ⅱ部 イレギュラー・シ
ンメトリーの展開：19世紀アメリカ建築の構成的課題
1985 松本光平 — — 住宅保証制度の研究：アメリカ合衆国の制度
1985 河辺　聡 — —
18世紀イギリス建築家の職業経歴に見られる職種について：ア
メリカ折衷主義建築に関する研究
1992 熊倉洋介 — —
アメリカのインターナショナル・スタイルの多層建築に関する
意匠論的研究
1993 西村幸夫 — —
アメリカにおける1960年代前半までの歴史的環境保全制度の展
開：アメリカ合衆国における歴史的環境保全制度に関する研究 
その 1
1993 熊倉洋介 — — アメリカの工場建築の造形手法
1993 熊倉洋介 — —
アメリカの住宅建築におけるインターナショナル・スタイルの
形成過程に関する研究
1993 西村幸夫 — —
1966年国家歴史保全法および税制上の優遇措置を中心にみた
1960年代後半〜1980年代前半アメリカの歴史的環境保全制度：
アメリカ合衆国における歴史的環境保全制度に関する研究 そ
の 2
1998 秋元　馨 — —
1960年代および70年代前期アメリカ建築思潮におけるコンテク
スト概念：現代建築におけるコンテクスチュアリズムの研究 
その 1
1998 秋元　馨 — —
1970年代後期および80年代アメリカ建築思潮におけるコンテク
スト概念：現代建築におけるコンテクスチェアリズムの研究 
その 2
2001 窪田亜矢 西村幸夫 —
アメリカ合衆国におけるヒストリック・ディストリクト制度の
法的論拠の確立に関する研究
2001 窪田亜矢 西村幸夫 —
アメリカ合衆国におけるヒストリック・ディストリクト制度の
現状の法的論点に対する考察
2001 渡辺民代 塩崎賢明 —
アメリカのコミュニティ・デザイン・センターに関する研究：
歴史的発展過程と組織状況
2001 奥田孝次 川崎　清 —
アメリカ合衆国におけるベントン・マッカイの地域思想の分析
に対する研究：地域計画の業績とその思想
2003 小林正美 — —
アメリカの連棟式都市型住居の対ポロジー研究（その 1 ）：平面
形式の分析について
2004 近藤民代 — —
イギリスのコミュニティ技術援助組織の歴史的展開と活動実
態：アメリカのコミュニティ・デザイン・センターとの比較
2005 駒木定正 小林孝二 中渡憲彦
北海道における洋風住宅の平面計画について（明治 6 年〜17
年）：アメリカ・ニューイングランドから導入後の展開
2006 石井菜生 — —
アメリカの‘Housing’の変遷と日本の住居学における建築設
計計画学的思考の生成に関する考察
2006 石井菜生 — — 近代日本女子高等教育に取り込まれたアメリカの住教育理念
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水平性の強調や直方体のヴォリュームによる建物の構成といった多層建築における意匠的な特
徴を説明している。以上のような内容でアメリカの多層建築の歴史的な展開を明らかにし、い
くつかの意匠上の特徴について指摘している。用いられた資料は全て文献資料で、そこに掲載
された図版から判別して分析を行っているものと考えられる。
　同じく熊倉の論文として『アメリカの工場建築の造形手法』がある。ここでは鉄筋コンク
リート造や鉄骨造で設計された工場建築に対象を絞り、前稿と同じ水平連続窓やフレーム構造、
ガラスのカーテンウォールの 3 つの要素に着目して造形手法の変遷を明らかにしている。熊倉
のもので最後に『アメリカの住宅建築におけるインターナショナル・スタイルの形成過程に関
する研究』がある。1930年代にヨーロッパから輸入されたとされてきたインターナショナル・
スタイルがそれ以前のアメリカにおいても存在しており、それらの形成過程や具体的な事例に
ついて住宅建築に限定して検証したものとなっている。この論文では最初の論文よりも詳細に
インターナショナル・スタイルの特徴が定義づけられている。 1 つ目に外観上の特徴が 4 つ（3）
抽出され、さらにこれらを建築作品に実現するための具体的な造形手法の 5 つ（4）があげられて
いる。これらの条件に沿って対象となる住宅建築を限定していき、萌芽段階（1907〜1925）・確
立段階（1926〜1931）・普及段階（1930以降）の 3 つの段階に分け、それらの具体的な特徴と変遷を
明らかにしている。これらの論文から分かる主な内容は、研究対象となる建築物は図版資料の
一部を除き文献や雑誌等の資料から集められ、特定の地域に限定して調べているものではない
こと、分析方法は建築の意匠的な構成要素でもあるヴォリュームや面、窓、ルーフテラス等に
注目していること、歴史的な発展段階を明らかにしていること、の 3 点である。他に熊倉の論
文から得られた情報として、対象とした資料名がある（5）。
　秋元の 2 編の研究はサブタイトルにある通りアメリカにおける「コンテクスチュアリズム」
という概念に焦点を当てた論文となっている。研究対象となるものは単行書における文章、雑
誌に掲載された記事や論文であり、実際に建てられた建築物ではない。研究方法はコンテクス
ト概念を含む言説を理解し、歴史的に位置づけたものである。最初の論文では時代が1960年代
及び70年代前期に設定され、それまでの近代建築に批判的であったコーリン・ロウとロバー
ト・ヴェンチューリに共通したコンテクスチュアリズムの概念に触れた後、第Ⅰ期（1960〜65）
と第Ⅱ期（1966〜72）に分け概念の詳しい内容について論じている。第Ⅰ期は近代主義批判論の
黎明期と位置づけられ、建築史家ピーター・コリンズがル・コルビュジエ設計の「ソヴィエト
宮設計案」を周囲の環境から孤絶しているとして批判し、歴史的連続性の重要性を強調してい
る事例があげられている。同様に都市計画家クリストファー・アレグザンダーは『形の合成に
関するノート』において、近代建築を批判しつつコンテクストが形と相互に作用し合いながら
適合する必要性を強調している。また、ロウはファシズムやマルクス主義が引き起こした思想
を「ユートピア主義」及び「全体論」と呼んで批判した哲学者 K.R. ポパーを参照しつつ、都
市計画における近代主義を批判した。このように第Ⅰ期では建築を単体で設計することに対し
て批判的であり、周辺の環境や時間的な連続性に対する必要性が認識・主張され始めた時代で
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あったとされる。第Ⅱ期ではコンテクスチュアリズムの基礎理論がまとめられ、実際の建築に
応用する設計手法が提案された。一方、ヴェンチューリは詩作と文芸批評の理論を応用し、言
葉を慣習と異なる文脈におくことによって生まれる詩的効果を建築造形上の方法として用いる
ことを提案した。さらに60年代に急速に広まったポップアートを事例としてあげつつ記号論を
援用することで「慣習的な象徴」を形態要素として用いることの効用を強調した。また、ヴェ
ンチューリらはアメリカで一般的な郊外住宅地と沿道商業地の景観調査を行い、従来醜悪とみ
なされてきた典型的な建築形態には一般大衆の嗜好を表す看板やサインに代表される「象徴
性」が合理的な建築物に付随していることを指摘した。そして、近代建築がそのような象徴性
の採用を拒否してきたことを批判し、逆にそれらを大胆に使用することを推奨した。ここで
ヴェンチューリは建築を設計する側と設計された建築を見るものとの間で、互いの意図を理解
し合うこと、すなわち情報交換の重要性を認識していたものと考えられる。
　秋元の 2 つ目の論文は前者の続編で、年代の設定が1970年代後期から80年代になっている。
前編から引き続きコンテクストの概念を第Ⅲ期（1973〜82）と第Ⅳ期（1983以降）に分けて論じてい
る。第Ⅲ期は近代主義の教条を崩すことよりも次の建築デザインの方向性を示すことに重点が
置かれた時期である。コンテクスチュアリズムの命名者の一人でもあるスチュアート・コーエ
ンは、1974年にコンテクストの概念には「物理的コンテクスト」と「文化的コンテクスト」と
いう対照的な 2 つの水準があることを示し、コンテクスチュアリズムの概念を補完した。続い
て1978年にロウは『コラージュ・シティ』においても全体主義を批判しつつ近代主義に基づく
都市像に代わる新しい都市像として「博物館都市」を提起し、その典型としてイタリア・ロー
マ近郊にある「ハドリアヌスのヴィラ」（6）をあげた。また概念の面ではヴェンチューリとの共
通点として文脈効果の認識と伝統に対する態度の 2 点が共通している。他の建築の言説として、
コンテクスチュアリズムを包括したより広い概念として「ポスト・モダニズム」がチャール
ズ・ジェンクスやロバート・スターンによって提唱され始める。このポスト・モダン議論は建
築以外の幅広い文化領域において近代以後の時代を自覚させることになり、世界的に広まって
いった。最後に第Ⅳ期では、コンテクスチュアリズムの概念が「適切性」や「応答」といった
新たな概念によってさらに拡張された。一方、周辺に頼るべきコンテクストがない場合やコン
テクストに捕われるあまり没個性的な作品になるといったことが指摘された。これらの指摘は
ポスト・モダン議論のところで述べられているように、コンテクスチュアリズムの文化的側面
に偏りのある作品に対する指摘であった。これまで見てきたように秋元の 2 編の論文では、近
代主義に意義を申し立てる概念として発生してきたコンテクスチュアリズムが、その概念を規
定しながら発展し様々な主義や主張へと拡散して行く様子が仔細に検証されていた。また筆者
の念頭においているヴェンチューリらによるラスヴェガスの調査についても関わっており、時
代背景や研究方法、参考文献や歴史的な事例等について多くの示唆を得ることができた。
　次に西村幸夫の論文について確認していく。西村の関わった一連の論文はタイトルを見て分
かるように「歴史的環境」あるいは「ヒストリック・ディストリクト」を対象にしており、彼
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らの研究の関心がその「保全制度」にあることが分かる。熊倉の研究と同様に対象となる歴史
的環境を有する地区を取り上げ、その保全制度の変遷の過程を明らかにしている。また対象と
する歴史的環境は建築物単体である場合よりも地区や地域などのように広がりを持つ環境であ
り、個別の建築物の研究ではないところが熊倉の論文とは異なる。研究方法は既往研究や文献
資料の調査・分析であり、詳しい脚注が付記されている。西村の論文と同様のテーマで書かれ
たものとして、窪田の 2 本の論文がある。窪田の論文はヒストリック・ディストリクト制度の
法的論拠の確立と法的論点に関するもので、個別の建物の意匠や歴史に関するものとは異なっ
ている。同様に松本光平の論文も住宅の保証制度に関するものであり、筆者の関心とは異なっ
ている。同じく渡辺と近藤のコミュニティー・デザイン・センターに関する研究も建築物自体
の研究ではなく、歴史的な発展過程、組織状況や活動実態といったソフト面に関するもので
あった。
　以上のように「アメリカ」をキーワードとして日本建築学会のデータベースで論文集を検索
し、検索結果として得られた論文19件全てについて確認した。筆者の関心に近いものとして、
熊倉の 3 編及び秋元の 2 編が確認できた。研究対象は文献資料から得た図面や外観写真、言説
等の記述文章であった。分析方法は資料を内容によって時期ごとに区分けして歴史的な位置付
けを行い、各時期ごとの特徴をまとめていることが分かった。また資料として用いた雑誌や参
考文献についても確認することができた。
3.2. 計画系論文集におけるキーワード「カリフォルニア」の検索結果
　次に上記 3 章 1 項と同様に「カリフォルニア」をキーワードとして日本建築学会のデータ
ベースで論文集を検索したところ、 6 件の論文が該当した（別表 2 ）。それらのうち那須聖らに
よる一連の研究が 4 編あり、これらを中心に研究対象や分析方法について確認していく。那須
らの研究は南カリフォルニアにおける近代住宅、特に建築家ルドルフ・シンドラーとリチャー
ド・ノイトラの住宅を対象として取り上げて形態分析を行うものであり、複数の執筆者の共同
研究となっている。また、その他のキーワードとして「ロサンゼルス」や「ラスヴェガス」・
「ラスベガス」も入力したが、前者の検索結果は 3 件、後者は 0 件であった。「ロサンゼル
ス」を入力して得られた検索結果のうち田川らによる2004年に発表された論文があり、下記別
表のものの続編である。残りの 2 編は住戸計画と住戸供給手法に関するものであった。
　この項では那須らの一連の形態分析による作品研究について見ていきたい。那須らの研究の
1 つ目は『R.M. シンドラーの住宅における機能空間の構成からみた素材と架構の表現』である。
この論文の目的は、平面計画とその上部架構との関係によって空間構成を類型化しシンドラー
本人の言説と比較・考察することからシンドラーの設計手法を明らかにするというものである。
那須らの論文は、機能空間の構成である平面を捉えることにより、内部、外部の関係や機能空
間相互の関係から空間表現として架構や素材などの配置方法の原理を導き出すことを目指して
いるという点でこれまでの研究とは一線を画している。研究対象はシンドラー設計の住宅であ
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るが、文献資料に加え1994年から1995年にかけて現地で実測調査を行っている。研究方法は住
宅の平面を構成する要素をⅠ次構成材（床・壁・天井など）、Ⅱ次構成材（雑作家具など）、Ⅲ次構
成材（はめ殺し窓やプラスチックの波板など）とⅣ次構成材（ドアなど）の 4 種に分類する。次に各機
能空間とその他の空間との隣接関係を示す軸、空間同士の繋がりを表すもの、長手方向を表す
もの、外部との関係表すものの 3 つの軸を設定する。 4 つの構成材と 3 つの軸という 2 種類の
異なる指標を設定して分析を行うことから対象となる住宅を分析し、その結果から 6 つの類型
を抽出し最後に考察を加えている。建築家による複雑な空間構成は機能空間内を複数の異なる
場に分節し、住宅での生活において個々の空間の有機的な繋がりと機能空間内部の流動的な変
化を意図したものであると結論付けられている。
　 2 つ目に『内外空間の配置・配列構成に見る近代住宅の建物と敷地の関係に関する研究』が
ある。ここで筆者の関心を引くのは敷地、特に前面道路と住宅の関係に着目することで近代建
築の地域的側面を考察するという点である。研究方法は、外部及び内部の居住空間の配置・配
列による構成が建物と敷地の関係を統合する概念を表象しているものと捉え、シンドラーとノ
イトラという 2 人の建築家の作品を対象として分析し、そこに見られる共通点と差異からカリ
フォルニアにおける近代住宅の特徴の一端を探るものである。具体的には図面を資料として用
い、建物と前面道路との間にある外部居住空間、アプローチ、エントランスやガレージの関係
を図式化することから対象となる住宅を分析する。さらに住宅内部のリビングルームとベッド
ルームに注目し、これえらの配列についても組み合わせ方を分類していく。前稿同様にこれら
別表 2 　日本建築学会データベース　計画系論文集　キーワード「カリフォルニア」の検索結果
年 筆頭著者 共著者 1
共著者
2 ・ 3
論　文　名
1999 那須　聖 八木幸二 大島　正
R.M. シンドラーの住宅における機能空間の構成からみた素材
と架構の表現：南カリフォルニアにおける近代住宅の空間構成
に関する研究
2000 那須　聖 村田　涼 八木幸二
内部空間との関係にみる近代住宅の外部空間の構成に関する研
究：南カリフォルニアにおける R.M. シンドラーと R.J. ノイト
ラの住宅の比較を通して
2000 那須　聖 村田　涼
加用雅信
八木幸二
内外空間の配置・配列構成に見る近代住宅の建物と敷地の関係
に関する研究：南カリフォルニアにおける R.M. シンドラーと
R.J. ノイトラの戸建て住宅作品の比較を通して
2002 那須　聖 八木幸二 —
機能空間の連続による内部空間の連続性と住宅の開放性：南カ
リフォルニアにおける R.M. シンドラーと R.J. ノイトラの住宅
の比較を通して
2002 田川正毅 眞島二郎 野口孝博
米国・カリフォルニア環境質法における判例から見た環境情報
の公開をふまえた環境レヴューの建築計画における意味
2006 小篠隆生 鶴崎直樹 小林英嗣
キャンパスマスタープランからみた大学と地域との連携の枠組
み : カリフォルニア大学デイビス校とデイビス市の取り組みを
事例として
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異なる 2 つの指標を用いることで類型化を試み、シンドラーとノイトラの住宅における共通点
と差異を導きだしている。その結果、両者の住宅における共通点、つまりカリフォルニアにお
ける近代住宅の典型例として、建物の前面道路に対して前後方向に共用・個人用の対比はなく
内外の対比により全体が構成されていることが明らかになった。つまり、前面道路に対してパ
ブリックな空間とプライベートな空間が並行して配列され、外部空間が前面道路に対して建物
の後ろ側を中心に配置されるものである。逆に両者の差異として、シンドラーの場合、外部で
は建物の前後に凹凸をつくり、居住空間を上下に配置、内部では個人用の居室を積層するとい
う立体的で複雑な手法が用いられている。それに対しノイトラは、内外を平面的に構成し、敷
地に対して特定の方向に開放した住宅を指向している。
　 3 つ目に『内部空間との関係にみる近代住宅の外部空間の構成に関する研究』がある。この
論文でもタイトルにある通り、住宅の外部空間の構成に分析の主眼をおいたものとなっている。
この論文では既往研究にも詳しく触れており、他の研究と本論考との違いについて近代住宅の
地域的理解、内部空間との関係による外部空間の性格の定義、複数の性格を持った個々の外部
空間による敷地の構成の記述、前面道路を基準とした共用と個人用の関係の図式化等をあげて
いる。前稿の研究方法と比較すると、内部空間における分析が主空間と寝室の平面全体におけ
る配置によるものではなく建具と動線によって行われ、外部空間においては建物周辺の機能が
共用・個人用の二項対立より具体的で複数に性格付けて分類されている。しかし、内部と外部
のそれぞれの指標からマトリックスを作成して研究対象を類型化し、両者の共通点と差異を見
出す点においては前稿と同様である。結果としては主空間にベッドルームが隣接し動線が単純
化されたものに共用と個人用の外部空間を組合わせた単純な構成が多く、このような典型的な
事例にノイトラの作品が多く認められている。それに対しシンドラーの作品はマトリックス上
に散らばりが見られ、主空間と寝室を繋ぐ外部空間が共用と個人用の混用のものに多く認めら
れている。前稿の結論と同様にノイトラの作品は平面的でシンドラーの作品が立体的であるこ
とも指摘されている。また、全体を通して見たとき住宅と外部空間の関係に着目すると、前面
道路に対し緩衝空間としての外部空間が建物との間に設けられ、前面道路に対して建物の後方
に保護されるようなかたちで共用の外部空間が配置される。そのような典型的な事例において、
内部空間では寝室が後方の外部空間に向けて解放されるか内部空間のみで完結する場合が多い
とされている。
　那須らの一連の研究のうち最後の論文は『機能空間の連続による内部空間の連続性と住宅の
開放性』である。本稿が前 3 編と異なる点は、内部空間同士の連続性と内部空間から外部空間
への連続性を、それらを隔てる境界面に空けられた開口部の機能や形状、室同士の連続の仕方
等によって分類し、住宅全体における内部・外部の連続性の特徴を見出そうとするところにあ
る。また対象とするシンドラーやノイトラの住宅は複雑な平面形状である場合があり、それら
については平面図から判別できる単純な壁による区分けだけでなく、架構や段差、出隅や入隅
等も考慮して研究対象のもつ複雑で個性的な空間の客観的かつ詳細な分析を試みている。結果
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としてノイトラは前面道路と反対方向にほとんどの開口部を設けることが多く、シンドラーは
住宅後方に設けた中庭に対してリビングルームだけを開放し他の機能空間とは開口方向を変え
ていることが多いとされている。総じてノイトラの作品は内部の機能空間が連続し、それらが
比較的単純に同じ方向へ向いている。それに対し、シンドラーの作品は方向性を持った複数の
機能空間をそれぞれ異なった方向へ開放することで、敷地全体を複数の生活空間に分節してい
ることが明らかにされている。
　これらの研究では研究対象を特定の建築家の住宅に絞り、機能や設計意図を汲みながら研究
対象に相応しい独自の分析方法を考案している。平面図から各室の機能を読み取り、架構、家
具、建具、外部空間や材料等との関係を図式化することから類型化を試み、建築家の言説と照
らし合わせることでそれら類型の特徴をそれぞれまとめている。ただし、形態分析を行ってい
る研究は他にも多くあると思われ、特定の研究対象に対する様々な研究方法について今後も詳
しく調査していく必要性を感じている。
3.3. 計画系論文集におけるその他のキーワードの検索結果
　次に上記 3 章 1 項と同様に「ロサンゼルス（ロサンジェルス）」、「ラスベガス（ラスヴェガス）」、
「建築様式」、「建築形式」、「1950」及び「1960」を入力し日本建築学会のデータベースで論文
集を検索した。「ロサンゼルス」による検索結果は 3 件、「ラスベガス」 0 件、「建築様式」 7
件、「建築形式」 8 件、「1950」 7 件、「1960」13件であった。
　「ロサンゼルス」で得られた 3 件のうち 1 件は上記「カリフォルニア」でも確認できた田川
らの論文である。他の 1 件はグレゴリー・エイン設計によるマー・ヴィスタ戸建集合住宅の住
まい方の現地調査で、残りの 1 件はロサンゼルス市の開発と住宅供給の手法に関するもので
あった。「建築様式」で得られた 7 件の研究対象のうち日本が 3 件、東南アジアが 2 件、朝鮮
と西洋古典主義が各 1 件ずつで、研究方法は様式の時代ごとの変遷を見るものや平面図、立面
図や壁面の細かな装飾等から様式の特徴を探るものであった。「建築形式」で得られた 8 件で
は日本が 4 件、中国、朝鮮、東南アジアとエジプトが各 1 件ずつであった。「1950」で得られ
た 7 件のうち、日本のもが 4 件、中国とアメリカのものが各 1 件ずつ認められた。アメリカに
関する論文のテーマは「ニューヨーク近代美術館『日本建築展』に見る日米の日本建築観の差
異　1950年代における構図」である。最後に「1960」の13件のうち、これまで既に触れた西村
や秋元の論文が 3 件確認できる。他にヴィクトリア・アンド・アルバート・ミュージアムに関
する 2 編の研究、ミニ開発住宅地における近隣コミュニケーションに関する一連の研究が 4 編、
日本における都市型人口島に関するもの、香港におけるカトリック教会プロジェクトに関する
もの、ソウルの都市計画に関するもの、前川國男の制作に関するものが各 1 件ずつであった。
これら「1950」や「1960」といったキーワードで得られた論文では平面、立面、言説等を資料
として用い、対象となる建築等の歴史的な変遷について分析するものが多く見られた。
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4．支部研究報告及び技術報告集における事例
4.1. 支部研究報告及び技術報告集におけるキーワード「アメリカ」の検索結果
　日本建築学会に投稿された論文のうち「論文集」に次いでヴォリュームのあるものが「支部
研究報告」と「技術報告集」である。前章と同様にデータベースを利用してキーワードを入力
し、検索結果を得るものとする。まず、「アメリカ」を入力したところ、98件の検索結果を得
た。検索結果の一覧には各論文が属する分野が記載されているので、「建築歴史・意匠」と表
記されているものの中から筆者の関心に近い 4 件について確認していく。
　 1 つ目は福田淳一による『バックミンスター・フラーと1963〜1964年のアメリカ文化の転換
点に関する社会的考察』（1999）である。この論文は建築以外の文献、例えば『現代アメリカ思
想の大研究』や『ニューヨーク・タイムズ』等を参照しながらバックミンスター・フラーの実
作数の変化について考察したものである。しかし、研究方法が明示されておらず、研究対象や
引用されたフラーの発言も客観性に乏しく福田の都合によって示されていると捉えられなくも
ない。
　 2 つ目は下坂浩和による『南カリフォルニアにおける〈ケース・スタディ・ハウス〉の研
究』（1991）である。この研究の研究方法は対象となるケース・スタディ・ハウスの事例を歴史
的な流れの上に位置付け、文献調査を通して社会的な背景を考察しその影響力や評価の推移を
明確にしようとするものである。まず社会的な背景として、復員軍人の帰国に伴う深刻な住宅
不足について言及されている。次に建築史上の位置付けとして、ケース・スタディ・ハウス以
前の事例を示している。ヨーロッパにおいてはヴァイセンホーフ・ジードルンクが、アメリカ
においては1850年以前にプレファブ化を念頭に考案されたバルーン・フレーム構造、B・フ
ラーのダイマキシオン住宅や F.L. ライトのユーソニアン・ハウスがあげられている。また南
カリフォルニアの温暖で降雨量の少ない気候が開放的な平面構成や全面開放可能なガラス戸の
定着、フラットルーフの使用に不可欠であったことも指摘している。そして、21年に及ぶケー
ス・スタディ・ハウスプロジェクトを 3 期に分け、それぞれの特徴について記述している。最
後に、雑誌というメディアを通してその活動を世間一般に広く紹介したことにより、アメリカ
国内のみならずヨーロッパや日本、ラテンアメリカ諸国へも影響を与えたとされる。この研究
では文献を資料として用いているため、事例の図面や写真等には一切触れられていない。
　 3 ・ 4 番目は玉田浩之による『1920年代アメリカ建築における F.L. ライトとインターナショ
ナル・スタイルの関係についての研究』（2002）と『戦後アメリカにおけるルイス・マンフォー
ドの地域主義をめぐる論争』（2008）である。まず F.L. ライトに関する論文であるが、研究対象
はライトの言説や歴史家の記述とし、それらの経年的な展開について考察している。ライトは
師であるルイス・サリヴァンから有機的建築の理念を受け継いでいるが、1910年頃アメリカ国
内よりも先にヨーロッパにおいてその理念が広く認知されるようになった。カリフォルニアで
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は1920年代終わりから30年代にかけ、近代合理主義思想が東海岸とは異なる風土や文化を持っ
た西海岸の地域主義と出会い、ライトの有機的建築の理念はインターナショナル・スタイルか
らアメリカ独自の建築様式へと変化していった。次にルイス・マンフォードに関する論文であ
るが、こちらの論文でも記述された資料をもとに研究を進めている。テーマは近代建築を押し
進めようとするニューヨーク近代美術館（MoMA）とそれに対して批判的であった批評家ルイ
ス・マンフォードのやり取りである。1948年に MoMA で行われた「近代建築に何が起きてい
るのか」というシンポジウムにおいて H.R. ヒッチコックや P. ジョンソンは建築における主要
なテーマはインターナショナル・スタイルであると主張し、マンフォードの言う西海岸で起き
ている地域主義的な動向はインターナショナル・スタイルの一部に含まれるもので、注目に値
すべきものではないとしている。結局、このシンポジウムでの議論は錯綜し、マンフォードの
意図する地域主義についての意見はまとまらなかった。しかし、マンフォードの主張するとこ
ろの様式とは、地域的な建築のなかにみられる普遍的な形式を示すものであり、地域的な建築
の展開に普遍的な価値を見出そうとする姿勢というべきものであった。そして、シンポジウム
後の評価は建築にインターナショナル・スタイルという様式を当てはめようとする MoMA の
姿勢に批判的であり、マンフォードの地域主義が支持される結果となった。MoMA の主張し
たインターナショナル・スタイルの広まりとその効用については理解できる部分も多々あるが、
近代合理主義思想を基本に据えつつ地域の特性に合わせた建築が自由に自然発生的に生まれて
くる状況が自然であるように思われる。
　以上の 4 編以外に湯川利和による『モータリゼーションと土地利用』（1968）といった40年以
上前の研究もあり、当時のアメリカの交通事情について参考にすることができる。今回取り上
げることのできなかったものの多くは建築計画、都市計画、建築経済や住宅問題に関するもの
と、歴史意匠分野でもテーマや対象が筆者の関心と異なっているものである。
4.2. 支部研究報告及び技術報告集におけるその他のキーワードの検索結果
　次にその他のキーワードで得られた支部報告における論文について見ていくと、「カリフォ
ルニア」で 6 件（うち 1 件は上記下坂の論文）、「ロサンゼルス」で 4 件、「ラスベガス」 0 件、「建
築様式」16件、「建築形式」 6 件、「1950」17件、「1960」11件であった。このうち建築歴史・
意匠分野のもので筆者の関心に近いものを取り上げてみると、「カリフォルニア」で得られた
野村陽の『グリーン兄弟と F.L. ライト　―カリフォルニア住宅における比較とその考察―』
（2000）がある。研究方法は両者の住宅を対象として取り上げ、図面や外観写真等から両者に特
徴的な軒の深い屋根の下に表れる外部と内部の中間的な空間に着目して分析を行っている。た
だ分析がおおまかで脚注もなく大雑把な印象は拭えない。「建築様式」では碓田智子らによる
『北陸地方の曳山祭における空間演出と町家の建築様式に関する研究：福井県の小浜放生会と
富山県の城端曳山祭を対象にして』（1999）がある。この研究は曳山祭という特殊なイベントと
ヴァなキュラーな日本の町家建築の関係について調べたものである。ここでは町家に飾られる
日本における戦後アメリカの建築に関する研究の状況
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「お飾り」についてその種類ごとに分類し、建物の構造、規模、種別、地区や建築年代との関
係から祭りにおける町家の空間演出について分析している。他の研究同様、ここでも背景とな
る祭りや町家の基本的な条件について調べ、平面・立面・断面図等を用いて詳しく分析を行い
結論を得ている。最後に「1960」で得られたものに勝亦達夫らによる『1960年代の長野県中野
市における商店建築の変化：座売りの消滅とミセ土間空間の解体』（2005）があり、日本の地方
都市における商店建築の歴史的な変化について研究している。
　次に技術報告集であるが、ここでは「アメリカ」で20件、「カリフォルニア」で 6 件、
「1960」で 2 件の検索結果のみが得られた。これらは建築計画分野のものが中心で調査報告や
評論等を含んでいるが、これらの中に歴史意匠分野のものは認められなかった。
　以上のように支部研究報告や技術報告集に掲載された論文について概観してきた。研究テー
マ、研究対象や研究方法が異なっていても研究の参考となる様々な取組みを確認することがで
きた。これらの内容について終章でまとめていくものとする。
5．大会梗概集における事例
5.1. 大会梗概集におけるキーワード検索結果
　最後に「大会梗概集」による検索結果について見ていく。梗概集では検索項目の中に「分冊
区分」の欄があり、この中で今回の研究対象となるのは「F-2　建築歴史、意匠」と「その
他」である。
　まず「アメリカ」について「F-2　建築歴史、意匠」に絞って検索すると35件の検索結果が
得られた。主なものとして竹内孝治らによる『ラルフ・ウォルド・エマソンの言説にみられる
建築・都市観：アメリカ超越主義の建築・都市観に関する研究・その 1 』（2005）等の一連の研
究、小林克弘らによる『アメリカにおけるコンバージョン建築事例の調査研究（その 1 ）：近年
の傾向および事務所・居住系施設からの転用におけるデザイン手法』（2007）等の一連の研究等
がある。小林の研究は建築雑誌に掲載されたコンバージョンの事例を中心に他の文献や現地調
査等によって100件の事例を得ている。転用前の用途と転用後の用途を比較し、具体的なコン
バージョンの手法について記述している。転用については事務所や居住系施設であったものが
ホテルに転用される場合が多く、コンバージョンの手法では既存建物の保存再生とそれとは逆
に既存建物との対比的表現をとるものが多いことが示されている。同じく「アメリカ」という
キーワードで分冊区分を「その他」にすると34件の検索結果が得られた。ここでの主なものと
して、前述の河辺による『アメリカの折衷主義建築について』（1980）、山本朋生による『アメ
リカン・ボザール理論書における構成原理の体系：アメリカン・ボザール研究 1 』（1984）等の
一連の研究がある。次に「カリフォルニア」で区分を「F-2」としたところ 4 件の検索結果を
得た。そのうちの 2 件は藤本真美子らによる『「アーツ・アンド・アーキテクチュア」誌に掲
載された独立住宅作品の空間構成材・モデュール：1940年代・50年代のカリフォルニア近代建
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築の展開に関する考察（1）・（2）』（1999）である。これは研究対象を建築雑誌「アーツ・アンド・
アーキテクチュア」誌に掲載されたものから選び、そこから平面図と断面図を作成し、敷地に
おける配置と動線計画に着目した分析や諸室の構成と外部計画に着目した分析等を行うことで
類型化を試みている。同様に「ロサンゼルス」で検索したところ、 3 章 3 項で確認したグレゴ
リー・エインに関する研究 1 件のみであった。「ラスベガス」では区分を歴史・意匠に限定す
ると 0 件であった。「建築様式」において区分「F-2」で検索すると11件が該当した。代表的
なものとして成田剛による『シェンクアン仏教寺院の現況について：ラオス国シェンクアン建
築様式に関する調査研究 その 1 』（2009）等の一連の研究がある。この研究はラオスのシェン
クアン県に現存する仏教寺院の現地調査の報告である。同様に「建築形式」では 5 件、「1950」
では15件、「1960」では10件の梗概が該当したが、筆者の関心に近いものは認められなかった。
6．アメリカの建築に関する研究の状況
6.1. 研究テーマについて
　これまで見てきた通りアメリカに関する研究テーマは多岐にわたって行われていることが分
かった。論文集における研究はそれほど多くはないが、本稿で取り上げたものは非常に参考に
なった。それらに比べ、支部研究報告・技術報告集、大会梗概集ではいくつかのテーマが目に
留まったものの、研究方法や研究対象とする資料の面においてやや物足りなさを感じた。
　全体を通して、特定のビルディングタイプ、思想や建築家について調べたもの、特に近代建
築やケース・スタディ・ハウスがテーマとして取り上げられていることが分かった。建築家に
よる作品研究は継続的に行われているが、思想をテーマとした研究はやや広がりに欠けている。
また、筆者の最も関心のあるミッドセンチュリー・モダンに関するものは、シンドラーやノイ
トラといった特定の建築家に関する研究以外に確認できなかった。
6.2. 研究対象・方法について
　今回の調査結果から、研究対象となる建築物の可能な限り詳細な資料が必要であることを改
めて認識した。そのためには文献調査だけでなく、現地調査や図面等の資料が必要になってく
る。また、背景、建築家の理念や思想を知るために文献資料の収集も欠かせない。図面等がな
く現地調査を行う場合、調査精度の厳密さには限界があるので、ある程度簡略化された図を用
いることもある。
　論文の構成では、まずテーマに関する社会的な背景が記述され、建築が成立する経緯や建築
家の意図に触れるところから始まっているものが多く、それらを基に作家や作品の歴史的位置
付けを試みている。次に研究対象となる建物の用途や性格等から判断して研究方法が検討され
る。なるべく単純でテーマに沿った方法を用い、建築の特徴や傾向が明確に表れる方法が適し
ている。形態分析における研究方法も初期のものに比べ、 3 章 2 項で確認した那須らの論文は
日本における戦後アメリカの建築に関する研究の状況
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その方法において詳細な分析が行われているという点で注目に値する。
6.3. 課題と今後の展開
　今後の筆者の研究の課題と展開について、商業建築における形態分析の方法を考案していく
ことが重要であると考える。特に幹線道路に沿って計画する際の設計における注意点や建物の
機能、周辺との関わりや看板・サインなどの建築計画や設計資料集成ついても詳しく調べてい
く必要がある。収集する資料は文献資料に加え、図面や現地調査を行うことでより詳細な研究
となるよう心掛けたい。今回詳しく触れられなかった他のキーワードによる論文の調査や今回
の研究で得られた脚注等に掲載された建築家名、参考文献や専門誌の情報に基づいた調査も並
行して行っていくことで、アメリカにおけるミッドセンチュリー・モダンの全貌が明らかに
なってくるものと考えられる。
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注
（ 1 ）　以下の展覧会がある。「カリフォルニア・デザイン　1930-1965 ―モダン・リビングの起源―」国
立新美術館、2013年 3 月20日〜 6 月 3 日、「ジョージ・ネルソン展　建築家・ライター・デザイナー・
教育者」目黒区美術館、2014年 7 月15日〜 9 月18日
（ 2 ）　ロバート・ヴェンチューリ他『ラスベガス』1978
（ 3 ）　特徴は、1. 直方体による構成、2. 水平性の強調、3. 面の平滑性、4. 無装飾性、の 4 つである。
（ 4 ）　造形手法として、1. ルーフテラス、2. 水平連続窓、3. コーナーウィンドウ、4. ピロティ、5. キャン
ティレバーの 5 つがあげられている。
（ 5 ）　当時の雑誌で主なものは“American Architect”，“Architectural Forum”，“Architectural Record”，
“Architecture”，“Journal of American Institute of Architects”の 5 誌で、主な文献はヴィンセント・ス
カーリー『アメリカの建築とアーバニズム　上・下』（1973）、レオナルド・ベネヴォロ『近代建築の歴
史』（1978）、ヘンリー・ラッセル・ヒッチコック、フィリップ・ジョンソン『インターナショナル・ス
タイル』（1978）である。
（ 6 ）　この建物は第14代ローマ皇帝ハドリアヌスの設計とされ、一見様々な形態の建築群が離散的に配さ
れているように見えるが、個々の建物は地形に合わせて配された複数の軸をにより屈折しながら繋ぎ合
わされる構成を持っている。そのため、建築物それぞれが独立した要素として知覚される一方、歩いて
視点が移動するのに伴い観照者の内面にはその複数の断片が統合され全体を認識する効果を持っている。
